
職層研修「新任研修（経験者）」 

【第１回】 【 実 施 日 】 4月 30日（木）、5月1日（金） 各日9：00～17：00 

【受講決定者数】 255名 

【受講生の声】 ・地方自治の仕組みについて、自治体の構成や役割、住民

との関係性を含めて基礎から体系的に理解することがで

きました。特に、自治体が担う事務や自治体間の連携の

重要性について理解し、地方行政が多様な主体との関係

の中で成り立っていることを学びました。 

・データから見る各特別区の情報について、グループワー

クで色々な特色や情報を知ることができました。自分の

区の特色だけでなく、特別区全体のデータで知ることで、

特別区職員としてどうあるべきかや、仕事の理解につな

がると思いました。 

・公務員として常に見られているという自覚を持つことの

大切さを学びました。公務員としての自覚を持ち、法令

遵守に努め、倫理観を保持し続けていきたいと思います。 

・人権は誰もが尊重されるべき大切な権利であり、偏見や

差別をなくすためには、一人ひとりが正しい理解を持ち、

相手の立場を考えて行動することが重要だと学びまし

た。 

【第２回】 
 

【 実 施 日 】 5月 7日（木）、8日（金） 各日9：00～17：00 

【受講決定者数】 217名 

【受講生の声】 ・特別区は、一般的な自治体とは少し異なる仕組みを持っ

ていることを学びました。基礎的な自治体としての役割

だけではなく、大都市東京の行政を担う職員として、都

と連携しながら行政運営をしていくことを強く意識して

いきたいです。 

・現在の特別区の位置付けや、権限獲得に至るまでの歴史

を知りました。また、税の種類や歳入歳出の流れなど、

財政について学ぶ機会になり、都との密接な結びつきが

豊かな財政に繋がっていることを改めて理解することが

できました。 

・全体の奉仕者として公共の利益のために勤務することを

意識し、服務の厳正に努めたいと思いました。公務員倫

理は、行ってはいけないことが強調されがちですが、公

平・中立に対応するなど、行うべきことをしっかり行う

重要性を感じました。 



・現在日本で起きている人権問題を、網羅的に学ぶことが

できました。更に、班でのワークでは高齢者の虐待や詐

欺等の犯罪被害を防ぐ方法について深く考えることがで

きました。 

 


